
会  議  録 

会  議  名  第６回米原市男女共同参画審議会（米原市男女共同参画審議会委員となで

しこネット登録者の皆さんとの意見交換会） 

開 催 日 時 平成30年３月９日（金）午後２時～４時 

開 催 場 所  米原市人権総合センター ２階大会議室  

出席者および欠席者 

審議会：塚田多佳子委員、渡部優委員、亀田友子委員、鍔田鉄雄委員、 
北村きの委員、石河美千子委員、山田克己委員、桂晃潤委員、 

村田優子委員、西澤温子委員 

なでしこネット登録者：8人 

米原市：阿原人権政策課長、三條課長補佐、坂主事 

欠席者：小沢修司委員、丸本春美委員、深見榮子委員、南文雄委員、 
吉田忠充委員 

内      容 

米原市男女共同参画審議会委員となでしこネット登録者の皆さんとで

意見交換を行い、男女共同参画社会の早期実現に向けた課題の洗い出しや

仕掛けについて議論した。 

結      果 
別記のとおり。 

会議の公開・非公開

の別 

■公 開   

 

会議録の開示・非開

示の別 

■開 示  

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                                    ）  

全部記録の有無 
会議の全部記録  □有  ■無 
録音テープ記録  ■有  □無 

担 当 課 総務部 人権政策課（ 内線91-123  ） 

 

要 旨 
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別記 

【第６回審議会概要（主な意見等）】 

 

２つのテーマに対し、４つのグループに分かれて意見交換を行い、各グループでまとめ、

意見発表を行った。【説明略】 

 

（１） 家庭、職場、地域などで固定的な性別役割分担意識を感じることはあるか 

 

・家事や育児については年齢層が高くなるほど固定的な考えが強い傾向にある。 

・若い家庭では比較的感じないことが多い。 

・家事や育児は女性に対しては当たり前な感じだが、男性がすると「すごい」と受け止め

方が異なる。 

・家事に対しては女性が保守的な部分もある。 

・育児休暇を取りたがらない男性が多く感じる。 

・職場の管理職は男性が多い。 

・お茶出しは女性の仕事となっている。 

・自治会役員、消防団、自警団は男性が多い。 

・総会では男性が前、女性が後ろに座る。発言も男性が多い。 

・地域によっても差があると感じる。 

 

（２） 今後女性が地域に参画するために、どのような仕掛けや啓発が必要か 

 

・家事や育児が女性中心となっているため、そこに加えての負担は大きい。まずは家庭内

での意識改革が必要。 

・男女共に自立できる社会を構築していく。 

・子どもたちへの啓発を行い、小さいころから男女平等の意識を育んでいく。 

・総会での座席などはあらかじめ場所を設定するなど、男性ばかりが前にこないように工

夫することでも解消される。 

・地域の規約などを改正し、女性が参画しやすい環境を作る。 

・自治会長は負担が大きいため、周りの人たちが補佐することによって、誰でもできるよ

うな環境整備が必要。 

・女性が自治会役員になろうとしても、周りの男性が否定的な場合がある。このような問

題を打破していく必要がある。 

・教育を受けた人たちが地域へ持ち帰り、還元できるようなシステムを構築できるとよい 

・男女共同参画が進んでいるモデル地区を発掘し、良い部分を展開していく。 

・フォーラムや講演会等は地域の祭りや行事など人が集まる場と連携し、効率よく行うと

良い。 

・育児面のサポートを充実し、若い女性が参画しやすい環境を作る。 

以上 


